
議会議会 ひえづひえづ 令和８年
11月1日

議会ひえづが議会ひえづが
ご覧になれますご覧になれます

▶▶村の一般会計村の一般会計  4,9814,981万円万円増額増額
▶▶来てみてください！来てみてください！ 福祉センター福祉センター

▶▶村民村民イインタビューンタビュー
      「海川祭り」実行委員「海川祭り」実行委員のみなさんのみなさん

99月定例会月定例会

　　　　
　  　  そっちだよ！そっちだよ！
関連記事は18-19ページに



　
昨
年
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
海
川
祭

り
が
今
年
も
９
月
20
日（
日
）に
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
達
を
集
め
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
中
心
と
な
っ
た
４
名
の
方

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

結
成
の
き
っ
か
け
は

内
田
さ
ん　
き
っ
か
け
は
、
運
動
会
や
球
技

大
会
の
慰
労
会
で
し
た
。
他
の
自
治
会
は
祭
り

を
し
て
い
る
の
に
海
川
は
な
い
、
何
か
や
り
た

い
よ
ね
ぇ
と
い
う
会
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

ひ
え
づ
１
１
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、
昔
の
「
西

川
で
の
川
く
だ
り
」
を
見
て
、
今
何
も
な
い
の

で
寂
し
い
な
ぁ
と
感
じ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

 

高
石
さ
ん　
海
川
だ
け
は
祭

り
を
し
て
な
い
な
ぁ
と
、
話
を

し
て
い
る
う
ち
に
、
何
か
祭
り

を
や
ろ
う
と
な
り
ま
し
た
。

　

海
川
祭
り
で
は
多
く
の
実
行

委
員
さ
ん
の
参
加
で
、
海
鮮
焼

き
、
そ
う
め
ん
流
し
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
を
や

り
ま
し
た
。

今
後
に
つ
い
て
、
何
か
考
え
て

い
ま
す
か

内
田
さ
ん　
海
川
祭
り
は
秋
に
開
催
し
て
い

ま
す
が
、
年
に
１
回
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

祭
り
に
は
、
子
育
て
世
代
の
方
は
多
く
来
ら

れ
た
一
方
、
年
配
の
方
々
が
あ
ま
り
来
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

年
配
の
方
々
に
も
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
回
の
祭
り
と
は
違
っ
た
世
代
間
交
流
が
で
き

る
企
画
を
し
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

 

高
石
さ
ん　

他
の
自
治
会
で
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
と
か
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
内
容
で
考

え
た
い
で
す
。

 

稲
田
さ
ん　
冬
の
時
期
に
も
開
催
を
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
た
と
え
ば
も
ち
つ
き
と
か
、

伝
統
の
継
承
で
何
か
新
し
い
こ
と
が
や
り
た
い

で
す
。

　

ま
た
、
年
越
し
と
い
う
こ
と
で
は
「
そ
ば
」

と
か
「
う
ど
ん
」
を
作
っ
て
み
た
い
で
す
。
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村民インタビュー

▲海川祭りの様子

出席者

高
た か

石
い し

 　仁
ひとし

さん 　内
う ち

田
だ

 光
み つ

俊
と し

さん

稲
い な

田
た

 宏
ひ ろ

明
あ き

さん 　松
ま つ

田
だ

 賢
さ と

志
し

さん

高
たか

石
いし

 　仁
ひとし

さん

内
うち

田
だ

 光
みつ

俊
とし

さん

女性メンバーも祭りをささえます女性メンバーも祭りをささえます

  　　海川祭りで海川祭りで世代世代　　間交流間交流、、
冬場も一緒に冬場も一緒に楽し楽し　　めたらなぁめたらなぁ

海川祭り
実行委員の
みなさん



日
頃
感
じ
て
お
ら
れ
る

こ
と
は

松
田
さ
ん　
海
川
祭
り
の
時
、

海
川
公
民
館
前
に
車
が
停
め
ら

れ
な
い
の
で
、
海
川
新
田
の
方

は
車
や
自
転
車
で
行
く
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
農
業
者
ト
レ
セ
ン

に
駐
車
し
て
海
川
公
民
館
ま
で

歩
き
ま
す
。
と
て
も
不
便
で
す
。

村
や
議
会
に
意
見
や
要
望
は

あ
り
ま
せ
ん
か

 

稲
田
さ
ん　
ひ
え
づ
１
１
３
チ
ャ
ン
ネ
ル

は
一
人
で
や
っ
て
お
ら
れ
る
の
が
心
配
で
す
。

後
継
者
は
お
ら
れ
る
の
か
。
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
も
残
し
て
も
ら
っ
た
ら
大
人
に
な
っ
た
時
、

過
去
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

海
浜
運
動
公
園
を
ド
ー
ム
型
に
す
る
工
事
は

難
し
く
て
、
都
会
の
業
者
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

地
元
業
者
で
も
施
工
で
き
る
よ
う
に
し
て
も
ら

い
た
い
で
す
。

内
田
さ
ん　
海
川
は
二
つ
の
公
民
館
が
あ
り

ま
す
。
海
川
新
田
も
住
民
が
多
い
の
に
公
民
館

は
小
さ
い
で
す
し
、
雨
漏
り
も
し
ま
す
。
建
て

替
え
を
検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

現
在
、
遊
具
で
遊
べ
る
場
所
が
あ
り
ま
せ
ん
。

建
て
替
え
れ
ば
子
ど
も
も
遊
べ
る
し
、
お
年
寄

り
も
来
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ト
イ
レ
が
外
に
あ

る
と
う
れ
し
い
で
す
。
今
吉
の
公
民
館
は
広
い

し
、
日
陰
に
な
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
熱
中
症

対
策
も
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

松
田
さ
ん　
議
員
が
高
齢
化
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い
る
の
か
伝
わ
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
や
う
な
ば
ら
荘
へ
の
関
わ
り
方

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
村
民
が
わ

か
る
よ
う
に
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
。

 

高
石
さ
ん　
う
な
ば
ら
荘
は
、
ど
う
い
う

形
で
も
い
い
か
ら
復
活
さ
せ
て
有
効
利
用
し
て

ほ
し
い
で
す
。

　

海
浜
運
動
公
園
で
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
と
い

う
け
れ
ど
、
フ
ェ
ン
ス
が
低
い
の
で
ボ
ー
ル
が

外
に
飛
ん
で
い
き
ま
す
。
雨
天
で
も
使
用
可
能

に
し
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、村
民
が
使
用
す
る

場
合
、
料
金
を
村
民
割
引
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

議
会
だ
よ
り
や
議
会
中
継
は

ご
覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
か

松
田
さ
ん　
議
会
中
継
は
放
映
時
間
が
限
ら

れ
て
お
り
、
見
た
い
時
に
見
れ
ま
せ
ん
。
Ｄ
Ｖ

Ｄ
に
録
画
し
て
貸
し
出
す
の
は
ど
う
で
す
か
。

 

皆
さ
ん　
議
会
だ
よ
り
は
読
ん
で
い
ま
す
。
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村民インタビュー

　
今
年
の
年
末
は
素
敵
な
世
代
間
交
流
が

で
き
ま
す
よ
う
に
！

　
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

村民

インタビ
ュー

村民

インタビ
ュー

松
まつ

田
だ

 賢
さと

志
し

さん稲
いな

田
た

 宏
ひろ

明
あき

さん

女性メンバーも祭りをささえます女性メンバーも祭りをささえます

  　　海川祭りで海川祭りで世代世代　　間交流間交流、、
冬場も一緒に冬場も一緒に楽し楽し　　めたらなぁめたらなぁ



議
案
第
30
号・34
号

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
及
び
３
回
）

主
な
事
業
（
支
出
）

●
地
域
お
こ
し
協
力
隊
募
集　
２
０
５
万
円

　

大
都
市
圏
か
ら
地
方
へ
移
住
し
３
年
間
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
む
国
の
制
度
を
利
用

し
て
、
来
年
度
か
ら
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

を
２
名
採
用
す
る
た
め
の
募
集
を
行
う
。

QQ
　

協
力
隊
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

な
業
務
に
取
り
組
む
の
か
。

A
　

イ
チ
ジ
ク
栽
培
を
中
心
と
し
た
「
高

付
加
価
値
農
業
」
振
興
へ
の
従
事
者

と
、「
地
域
商
社
機
能
強
化
」
を
目
指
し
て
「
む

ら
づ
く
り
公
社
」
に
派
遣
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
す
る
。
民
間
求
人
サ
イ
ト
へ
の
広
告
掲
載
や
、

地
域
お
こ
し
関
連
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
展
な
ど
を

予
定
し
て
い
る
。

●
特
殊
詐
欺
か
ら
県
民
を
守
る
緊
急
対
策

　
30
万
円

　

防
犯
機
能
付
き
電
話

機
の
購
入
・
設
置
の
経

費
を
補
助
（
１
世
帯
当

た
り
１
万
５
千
円
を
上

限
に
20
件
の
補
助
）。

●
小
学
校
給
水
管
修
繕　
３
１
３
万
円

　

小
学
校
給
水
管
の
水
漏
れ
調
査
の
結
果
、

至
急
修
繕
の
必
要
が
あ
る
た
め
。

特
別
会
計
の
補
正
予
算

議
案
第
31
号

　
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
１
３
６
万
円
増

議
案
第
32
号

　
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
支
出
項
目
の
変
更　
19
万
円

議
案
第
33
号

　
下
水
道
事
業
会
計

　
　
収
益
的
支
出
２
４
２
万
円
増

資
本
的
支
出
１
７
６
万
円
増

そ
の
他
の
議
案・同
意
案
件

議
案
第
29
号

　
日
吉
津
村
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正

　

漢
字
圏
の
外
国
人
住
民
の
印
鑑
登
録
の
際
、

カ
タ
カ
ナ
表
示
な
ど
の
制
限
を
緩
和
す
る
た

め
の
条
例
の
一
部
改
正
。

人
事
案
件・同
意
第
12
号

　

村
教
育
委
員
の
任
命

　

新
任　

白
岩
美
穂
さ
ん

　

任
期　

令
和
12
年
9
月
30
日
ま
で

村一般会計村一般会計のの予算予算

一般会計予算　6,634万円を増額一般会計予算　6,634万円を増額
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定例会定例会
９９月月

令
和
８
年
第
３
回
定
例
会
を
、
９
月
１
日
か
ら
18
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

議
案
は
、
令
和
８
年
度
補
正
予
算
５
件
、
条
例
の
一
部
改
正
１
件
、
令
和
７
年
度
決
算
認
定
４
件
、

人
事
案
件（
同
意
）１
件
、
陳
情
１
件
の
全
12
件
を
可
決
・
同
意
・
認
定
・
採
択
し
ま
し
た
。

ま
た
、
㈱
ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
に
つ
い
て
、
初
年
度
・
第
１
期
の
決
算
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

4,9814,981万円を万円を増額増額
地域おこし協力隊 ２名を募集へ

９月定例会

▲県下各地の協力隊の方々



収
入

　

新
鮮
市
場
内
の
「
ひ
え
づ
マ
ル
シ
ェ
」

に
お
け
る
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
地
元
物
品

の
売
り
上
げ
、
４
月
か
ら
の
海
浜
運
動
公

園
の
使
用
料
な
ど
９
１
５
万
円
、
村
か
ら

の
「
地
方
創
生
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
事
業
」

へ
の
委
託
料
１
９
４
１
万
円
な
ど
が
多
く

を
占
め
て
い
る
。

支
出

　

マ
ル
シ
ェ
の
ス
タ
ッ
フ
（
１
か
月
半
）

の
給
料
や
、
設
立
当
初
役
員
と
し
て
勤
務

し
、
３
月
に
退
職
し
た
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
へ

の
報
酬
、
マ
ル
シ
ェ
へ
の
指
導
料
な
ど
一

般
管
理
費
１
６
７
８
万
円
が
主
な
も
の
。

収
支
の
結
果

　

約
６
５
９
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
た
。

QQ
　

地
方
創
生
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

へ
の
役
員
報
酬
５
０
０
万
円
は
妥

当
か
、
ま
た
、
す
で
に
辞
め
ら
れ
て
い
る

の
で
、
以
降
は
発
生
し
な
い
も
の
か
。

A
　

そ
れ
以
前
の
報
酬
額
に
準
じ
、

10
か
月
の
期
間
を
あ
ん
分
し
て
い

る
。
報
酬
額
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
年

度
当
初
の
株
主
総
会
に
て
決
定
し
た
も
の
。

今
後
は
発
生
し
な
い
報
酬
で
あ
る
。

QQ
　

村
づ
く
り
公
社
は
、
多
岐
に
わ

た
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
の
健
全
経
営
の
た
め
中
小
企
業
診
断

士
な
ど
専
門
家
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
取

り
組
む
べ
き
だ
。

A
　

設
立
当
初
か
ら
、
商
工
会
を
通

じ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
受
け
て

い
る
。

QQ
　

公
社
に
対
す
る
村
民
の
関
心
は

高
い
。
村
か
ら
の
委
託
事
業
も
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
経
営
状
況
が
具
体

的
に
分
か
る
よ
う
、
村
と
し
て
情
報
提
供

を
尽
く
す
べ
き
だ
。

A
　

委
託
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
適
宜
説
明
し
て
き
た

が
、
今
後
も
引
き
続
き
情
報
提
供
す
る
。

村一般会計村一般会計のの予算予算

一般会計予算　6,634万円を増額一般会計予算　6,634万円を増額
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９月定例議会には、１件の陳情があり、常任委員会へ審査を付託しました。
本会議にて、その審査結果の報告を受けて、全議員の賛否を問うたものです。
（本会議での最終結果は下記のとおり）

ゆたかな学びの実現・教職員定数改善をはかるための2027年度
政府予算に係る意見書採択についての陳情

【陳情者】鳥取県教職員組合西部支部 　　　　支部長 　西田　周郎
鳥取県高等学校教職員組合西部支部 支部長　 先灘　文広

□教育民生常任委員会への付託案件

（全会一致）

討論なし
（全会一致）

陳 情
の

扱 い

陳情第４号

地域おこし協力隊 ２名を募集へ

９月定例会

「
ひ
え
づ
村
づ
く
り
公
社
」の
決
算

村
の
出
資
に
よ
り
、
令
和
７
年
５
月
に
設
立
さ
れ
た
「
村
づ
く
り
公
社
」
の

第
１
期（
令
和
８
年
４
月
ま
で
）の
決
算
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
第
９
号

採  択採  択 採  択採  択

本会議結果本会議結果委員長報告



特別会計
歳 入 歳 出

国民健康保険事業会計 ３億6,535万円 ３億6,510万円

後期高齢者医療会計 7,598万円 7,578万円

下水道事業会計
収 入 支 出

収益的収支 １億5,571万円 １億5,449万円

資本的収支 570万円 4,770万円

村税
10億7,498万円
28.7％

地方交付税
10億159万円
26.7％ 地方消費税交付金

1億1,023万円
2.9％分担金・負担金

9,776万円 2.6％

使用料・手数料
4,153万円 1.1％

国庫支出金
6億6,879万円
17.8％

県支出金
1億9,155万円
5.1％

寄附金
5,149万円 1.3％

繰入金
2,480万円
0.6％

その他
1億3,217万円
3.5％

村債
2億1,670万円
5.7％

繰越金
1億3,340万円
3.5％

総務費
6億3,546万円
17.3％

民生費
11億9,624万円
32.6％

衛生費
1億8,903万円 5.1％

農林水産業費
6,875万円 1.8％

商工費
8,950万円 2.4％

土木費
5億5,260万円
15.1％

消防費
2億1,020万円
5.7％

教育費
3億307万円
8.2％

公債費
2億8,674万円
7.8％

諸支出金
2億5.275万円
6.9％

議会費
6,477万円 1.7％

村税の内訳
村民税 ３億7,463万円

固定資産税 ６億5,741万円

軽自動車税 1,637万円

村たばこ税 2,773万円
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４会計４会計
決算審査

【歳入合計額　37億4,499万円】

【歳出合計額　36億5,999万円】

一 般 会 計

特 別 会 計 【歳入歳出差引額　8,500万円】
（次年度へ繰り越し）

令和７年度
会計決算審査レポート



特別会計
歳 入 歳 出

国民健康保険事業会計 ３億6,535万円 ３億6,510万円

後期高齢者医療会計 7,598万円 7,578万円

下水道事業会計
収 入 支 出

収益的収支 １億5,571万円 １億5,449万円

資本的収支 570万円 4,770万円

村税
10億7,498万円
28.7％

地方交付税
10億159万円
26.7％ 地方消費税交付金

1億1,023万円
2.9％分担金・負担金

9,776万円 2.6％

使用料・手数料
4,153万円 1.1％

国庫支出金
6億6,879万円
17.8％

県支出金
1億9,155万円
5.1％

寄附金
5,149万円 1.3％

繰入金
2,480万円
0.6％

その他
1億3,217万円
3.5％

村債
2億1,670万円
5.7％

繰越金
1億3,340万円
3.5％

総務費
6億3,546万円
17.3％

民生費
11億9,624万円
32.6％

衛生費
1億8,903万円 5.1％

農林水産業費
6,875万円 1.8％

商工費
8,950万円 2.4％

土木費
5億5,260万円
15.1％

消防費
2億1,020万円
5.7％

教育費
3億307万円
8.2％

公債費
2億8,674万円
7.8％

諸支出金
2億5.275万円
6.9％

議会費
6,477万円 1.7％

村税の内訳
村民税 ３億7,463万円

固定資産税 ６億5,741万円

軽自動車税 1,637万円

村たばこ税 2,773万円
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４会計４会計
決算審査

【歳入合計額　37億4,499万円】

【歳出合計額　36億5,999万円】

一 般 会 計

特 別 会 計 【歳入歳出差引額　8,500万円】
（次年度へ繰り越し）

令和７年度
会計決算審査レポート

○一般会計……………………全会一致　認定
○国民健康保険事業会計……全会一致　認定
○後期高齢者医療会計………賛成多数　認定
○下水道事業会計……………全会一致　認定

９月定例会に提出された決算に係る４議案を決算
審査特別委員会に付託し、審査を行いました。
９月８・９日と15日の３日間にわたり行政が予
算を適切に執行したかを審査しました。

　後期高齢者医療制度に、出産一時金にかか
る費用の一部を支援する仕組みが導入された。
これは低年金で暮らす高齢者にとって大きな負
担である。医療を必要とする世代になって「子
育て支援」の名目で保険料に上乗せして徴収す
るようになっている。子育ては社会福祉の問題
であり、保険料が目的外に流用されることを指
摘し反対する。

反対討論　江田加代 議員
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後期高齢者医療会計
歳入・歳出決算の認定について

実施された主な事業 議会が
check!!

【総務課】
・総合計画や実施計画の内容改善と、村民理解・参画
の徹底を図られたい。
・コミュニティ支援スタッフの見直しと、研修や情報
交換の場を設けられたい。
・ふるさと納税の使途について、 村民参画の場を保障
されたい。

【住民課】
・消費生活の相談窓口が設けられていることを周知さ
れたい。

【福祉保健課】
・高齢者福祉計画の見直しに伴い在宅介護を検討され
たい。
・高齢者の外出のための交通手段を検討されたい。

【建設産業課】
・老朽化した下水道の長寿命化を早急に計画されたい。

【教育委員会】
・ヴィレステひえづ１階「健康相談室」の村民利用を
早急に図られたい。

決算審査特別委員会の附帯意見

討　論

決算審査

日吉津村アンテナ店舗整備事業

物価高騰対策元気回復券

デイサービスセンター管理事業

海浜運動公園魅力化向上事業

人材育成交流事業

ふるさと読本制作事業

　村補助金を「村づくり公社」
に支出し、新鮮市場内に店舗
整備を行っています。

　物価高騰に伴う対策として、商
品券を発行して給付しました。

　指定管理になった施設の浴室
やトイレ等の改修を行い、環境
向上が図られました。

　海浜運動公園の第１期工
事としてキャンプ場やス
ポーツ広場の再整備を行い
ました。

　昨年度オーストラリア研修
は、シドニーからケアンズに
変更し経費削減しています。
沖縄研修も含め今後の人材育
成に期待したいです。

　ふるさと読本が完成しました。
前年から継続して制作されたも
ので、今後の利用につとめてほ
しいです。

4,3574,357万円万円

2,1322,132万円万円

3,5203,520万円万円

44億億3,2553,255万円万円

699699万円万円

223223万円万円



●調査の概要
　大山町の赤松地区にあり農業用パイロット事業を進めている村有地と、米子市岡成地区にあ
るクヌギ等が生い茂る村有林の現状を視察した。

●調査の概要
　村の高齢者福祉の指針には「高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせる村」とある。果た
して、そのような取り組みが行われているのか現状を聞いた。
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●考察
　村有地は先人より築き上げてきた貴重な
財産であり、その村有地を有効活用するこ
とは重要である。村は未利用村有地の活用
策、村有地林・村有地の管理の見直しなど
を考える時期になっているのではないか。
　村として村有地の適正な管理、有効活用
方法を検討してもらいたい。

●考察
「……目指します」「……進めます」と多く
の言葉を並べる前に、どこまで本気で寄り
添えるかだと思う。
　例えば在宅介護の家族に介護手当を支給
する、高齢者が村内を自由に行き来できる
交通手段の確保など。
　社会福祉協議会とタッグを組んで、村独
自の取り組みを全国に発信するくらいの高
齢者福祉に取り組んでいただきたい。

総務経済常任委員会総務経済常任委員会

教育民生常任委員会教育民生常任委員会

●目　　的　　村有林（地）の活用状況について
●期　　日　　令和８年７月30日（木）
●場　　所　　現地及び議会委員会室

●目　　的　　高齢者の福祉施策
●期　　日　　令和８年７月28日（火）
●場　　所　　議会委員会室

▲利用されていない村有地

▲姿勢すっきり教室

常任委員会調査報告

常任委員会による
閉会中の調査報告



「開かれた議会」を目指し、改革の手法を学ぶべく、愛知県の新城市「若者議会」と田原市立
図書館「図書館による行政・議会への支援」について視察しました。

　「若者が活躍するまち」を掲げ、自治基本条例に続き、
新城市若者条例・新城市若者議会条例を制定、平成27
年より「若者議会」をスタート。現在12期実施中。若
者自らが、まちの将来を考え政策を立案し、１千万円
を限度に予算提案権を持つ市長の諮問機関です。
● 参加資格：在住・在学・在勤のおおむね16～29歳20名、

市外委員（定員５人）、メンター市民（経験者）、メ
ンター職員（若手職員から募集）。

● 提案事業の実績：ふるさと情報館リノベーション／若者アウトドア観光事業／新城市若者チャレン
ジ補助金／つながる地域と若者の輪／おかえり若者同窓会応援制度など。

①�レファレンス（調査相談・援助）のテーマ例：周辺市町村
の休日保育、貧困対策、家庭ごみの減量・有料化、都市計
画線引き見直し、介護福祉への助成など。

②�議会や行政のPR：「写真で見る市議会」展示／市へのパ
ブリック・コメント関連資料展示（市民は、ゆっくり考え、
コメントを入れる貴重なコーナーになっている）。

③�「議員とたはらトークin図書館」：図書館内で議員と市民が
車座になって対話／女性や若い世代の意見を聞く貴重な機
会に。中高生対象の会も。

④数々の市民グループと図書館の協働：図書館フレンズ田原、NPOたはら広場、リサイクルブックオ
フィス、図書館サポーターズ・おおきなかぶ、「元気はいたつ便」など多数。
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・この経験者から、若手市議２人、市職員６人が誕生しているという。高校生とな
れば、すでにまちづくりの主権者、活躍の場を提供したい。

・自治基本条例を持つ本村においても、あらためて住民の参画や行政との協働につ
ながる手法として検討したい。

・図書館は住民活動の拠点であり、その機能は拡大しつつある。議会や行政も施策
推進のために、その機能を活用したい。

・議会活動への関心を広げたい本村としても、図書館を活用することで、多様な世
代の意見を集める機会が作れるのではないか。

考察

考察

愛知県新城市　若者議会の取り組み

愛知県田原市　図書館による行政・議会支援（令和７年度実績 199件）

視察報告

愛知県新城市愛知県新城市「若者議会」「若者議会」などを調査などを調査

　視察報告　行財政調査特別委員会　　　� 　　　　　　（7月1日～3日・愛知県）　
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９月定例会では、９月２日に一般
質問が行われ、７人の議員が登壇
しました。

※一般質問とは
村の行政全般にわたって、疑問点をただし、
所信の表明を求めるものです。

私私ははここここにに注目注目
▲こちらから
視聴できます今年の６月議会から、一般質問は、YouTubeで視聴できるよう今年の６月議会から、一般質問は、YouTubeで視聴できるよう

になりました。村のホームページからもアクセスできます。になりました。村のホームページからもアクセスできます。
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。

　

今
か
ら
対
策
を
検
討
し
、
適
正
に

対
応
す
る
よ
う
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
。

A
村　
長

　

平
成
13
年
に
施
行
さ
れ
た
循
環

型
社
会
形
成
推
進
基
本
法
に
お
い
て
は
、

循
環
資
源
の
適
正
な
利
用
や
処
分
を
確
保

す
る
こ
と
が
地
方
公
共
団
体
の
責
務
で
あ

る
。

　

資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
は
、
本
来
の
収

集
・
資
源
化
の
ル
ー
ト
か
ら
適
正
な
利
用

を
妨
げ
る
不
適
切
な
行
為
で
あ
る
。

　

村
で
は
持
ち
去
り
に
つ
い
て
正
式
な
苦

情
や
被
害
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、
一
方

で
資
源
ご
み
が
持
ち
去
ら
れ
た
形
跡
が
あ

る
と
い
う
情
報
も
あ
る
。

　

今
後
は
、
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
を
未

然
に
防
止
す
る
と
と
も
に
、
現
在
発
生
し

て
い
る
可
能
性
の
あ
る
持
ち
去
り
の
対
策

と
し
て
、
ま
ず
は
実
態
把
握
に
努
め
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
近
隣
自
治
体
の
取
り
組
み

状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
今
後
の
取
り

組
み
を
検
討
し
た
い
。
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松田悦郎 議員松田悦郎 議員

村
長
　
県
の
支
援
制
度
の
活
用
を

蛍
光
灯
２
０
２
７
問
題
の
対
応
は

▲資源ごみ集積場

一般質問

▲家庭内の蛍光灯



QQ
　

日
野
川
右
岸
道
路
事
業
の
発
注

工
事
内
容
を
。

A
村　
長

　

今
年
度
は
村
道
富
吉
南
線
付
近

か
ら
桜
堤
の
北
側
付
近
ま
で
約
３
２
１
ｍ

区
間
で
、
工
事
内
容
は
道
路
土
工
、
路
体

盛
土
な
ど
で
あ
る
。

QQ
　

第
２
期
海
浜
運
動
公
園
の
再
整

備
に
つ
い
て
説
明
を
。

①
子
育
て
交
流
拠
点
施
設
の
完
成
図
、
説

明
会
開
催
は
。

②
村
民
の
意
見
内
容
は
反
映
さ
せ
る
の
か
。

③
建
築
資
機
材
の
高
騰
が
懸
念
さ
れ
る
が
、

契
約
価
格
内
で
完
成
で
き
る
か
。

A
村　
長

　

①
村
民
の
意
見
内
容
を
事
業
者

に
伝
え
、
遊
具
の
配
置
を
踏
ま
え
完
成
図

の
作
成
を
進
め
る
。

　

業
者
の
地
質
調
査
で
地
盤
が
軟
弱
な
た

め
、
工
法
を
再
検
討
し
工
期
延
期
を
す

る
。
図
面
完
成
後
、
住
民
説
明
会
を
開
催

し
、
工
期
延
期
の
理
由
な
ど
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
説
明
す
る
。

②
こ
れ
ま
で
の
説
明
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
に
つ
い
て
、

可
能
な
限
り
反
映
さ
せ
る
。

③
物
価
変
動
に
応
じ
た
改
定
は
見
込
ま
な

い
と
、
契
約
上
明
記
さ
れ
て
お
り
契
約
価

格
内
で
完
成
と
な
る
。

 

農
業
振
興
対
策
を
早
急
に

村
長　

�

国
、
県
と
村
の補

助
制
度
を
活
用

QQ
　

①
中
山
間
地
域
で
は
草
刈
り
作

業
に
国
の
補
助
が
あ
る
。
村
独
自

で
直
接
補
助
は
可
能
か
。

②
行
政
と
し
て
農
地
・
農
道
・
水
路
補
修

等
の
助
成
制
度
を
。

③
イ
チ
ジ
ク
栽
培
の
現
状
と
今
後
は
。

A
村　
長

　

①
補
助
制
度
は
法
律
に
基
づ
き

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度
と
同
様
、
対

象
と
な
る
団
体
（
村
で
は
日
吉
津
村
地
域

資
源
保
全
会
）
に
「
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
」
の
制
度
が
あ
る
。

　

保
全
会
へ
の
交
付
は
の
り
面
の
草
刈
り
、

水
路
補
修
、
水
路
の
老
朽
化
箇
所
の
補
修

な
ど
３
点
が
対
象
で
、
交
付
金
額
は
令
和

６
年
度
約
３
９
０
万
円
、
令
和
７
年
度
４

２
０
万
円
で
、
今
年
度
は
約
４
９
６
万
円

と
増
加
傾
向
。

②
個
人
の
水
路
補
修
は
箕
蚊
屋
土
地
改
良

区
が
資
材
を
提
供
し
、
個
人
が
作
業
を
す

る
。
個
人
対
応
が
で
き
な
い
水
路
・
農

地
・
農
道
は
県
の
制
度
を
利
用
し
、
交
付

金
額
は
昨
年
度
４
６
７
万
円
、
県
と
村
が

２
分
の
１
ず
つ
負
担
す
る
。

　

け
い
畔
撤
去
に
よ
る
大
規
模
化
を
進
め

て
い
る
。
昨
年
度
は
約
３
ha
を
対
象
に
国

の
交
付
金
を
利
用
し
約
１
６
０
万
円
を
支

出
、
今
年
度
は
約
２
ha
の
実
施
予
定
。

③
村
内
の
主
な
イ
チ
ジ
ク
生
産
者
は
４
名
、

合
計
３
０
０
０
㎡
で
生
産
す
る
。
イ
チ
ジ

ク
生
産
振
興
協
議
会
を
設
置
し
、
村
内
の

生
産
者
で
ハ
ウ
ス
の
見
学
を
４
回
開
催
し

た
。
視
察
研
修
も
予
定
す
る
。

　

引
き
続
き
、
意
見
交
換
会
に
て
栽
培
方

法
や
村
の
支
援
策
も
検
討
し
、
生
産
者
の

増
加
に
努
め
る
。
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斉田光門 議員斉田光門 議員

村
長
　
軟
弱
地
盤
の
た
め
、工
期
延
期
を
す
る

海
浜
運
動
公
園
再
整
備
の
進
ち
ょ
く
は

▲�施工開始の第２期海浜運動公園再整備

一般質問

▲担い手農家も受け入れ限界！
どうなる日吉津の農業



QQ
　

若
者
が
い
か
に
地
域
で
活
躍
す

る
か
、
行
政
や
地
域
は
、
若
者
の

ア
イ
デ
ア
を
ど
う
活
か
す
か
が
重
要
だ
。

愛
知
県
新
城
市
で
は
「
若
者
議
会
」
を
設

け
て
、
市
へ
の
予
算
提
案
権
を
認
め
て
い

る
。
ま
た
、
日
本
青
年
館
か
ら
の
「
若
者

支
援
の
政
策
提
言
」
を
参
考
に
、
具
体
的

な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
は
と
考
え
る
。

A
村　
長

　

中
高
生
が
、
卒
業
後
も
日
吉
津

に
住
み
た
い
、
帰
っ
て
来
た
い
と
思
え
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

　

新
城
市
の
取
り
組
み
は
、
若
者
の
意
見

を
施
策
に
活
か
し
、
地
域
人
材
を
育
て
る

た
め
の
有
効
な
方
法
の
一
つ
だ
。
青
年
館

か
ら
の
「
政
策
提
言
」
も
含
め
、
よ
く
受

け
止
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

QQ
　

新
城
市
で
は
、
市
内
の
高

校
生
以
上
の
若
者
委
員
に
加

え
、
若
手
職
員
や
市
外
の
若
者
に
も

参
加
枠
を
設
け
て
い
る
。
ま
ち
づ
く

り
や
人
材
育
成
と
し
て
、
意
味
の
あ

る
手
法
だ
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

A
村　
長

　

村
の
将
来
を
担
う
の
は
若

者
で
あ
る
。
若
手
職
員
ら
が
、
村
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
村
の
施
策
を

進
め
る
経
験
に
も
つ
な
が
る
良
い
機

会
と
感
じ
る
。

QQ
　

中
高
生
サ
ー
ク
ル
の
活
動
は
頼

も
し
い
限
り
だ
が
、
さ
ら
に
地
域

で
の
自
主
的
な
活
動
を
期
待
し
て「
部
室
」

の
よ
う
な
た
ま
り
場
が
必
要
で
は
。

A
教
育
長

　

主
体
的
に
取
り
組
む
次
の
ス

テ
ー
ジ
に
向
け
て
参
考
に
な
る
指
摘
、
施

設
の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

村
独
自
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
は

村
長　

国
の
制
度
も
考
慮
し
検
討
す
る

QQ
　
「
要
介
護
に
な
っ
て
も
自
宅
で
、

た
だ
し
家
族
に
大
き
な
負
担
が
か

か
る
な
ら
施
設
へ
」
と
思
う
人
が
多
い
。

国
の
見
直
し
に
よ
り
訪
問
介
護
の
報
酬
が

下
げ
ら
れ
、
多
く
の
民
間
事
業
所
が
閉
鎖

に
追
い
込
ま
れ
た
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
本
村

な
ら
、
独
自
の
在
宅
支
援
を
検
討
で
き
る

の
で
は
。

A
村　
長

　

本
村
周
辺
は
利
用
可
能
な
事
業

所
も
あ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

村
民
の
利
用
は
可
能
な
状
況
だ
。
専
門
人

材
の
確
保
な
ど
実
施
に
向
け
た
課
題
は
多

く
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
も
撤
退
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
広
域
連
合
で
は
、
来
年
度

か
ら
３
年
間
の
「
第
10
期
計
画
」
の
策
定

準
備
中
で
あ
る
が
、
国
の
新
し
い
制
度
も

踏
ま
え
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

QQ
　

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す
と

し
て
、
昨
年
か
ら
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
指
定
管
理
に
し
て
い
る
。「
高
齢
者
福

祉
計
画
」
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
村
独
自

の
高
齢
者
に
対
す
る
支
援
を
連
携
し
て
検

討
し
て
は
。

A
福
祉
保
健
課
長

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
も
連
携
し
、

可
能
な
施
策
を
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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前田　昇 議員前田　昇 議員

村
長
　
他
の
例
を
参
考
に
、

若
者
の
参
画
を
す
す
め
た
い

若
者
支
援
と
む
ら
づ
く
り
へ
の
参
画

一般質問

▲若者の参画・新城市の取り組み

▲村独自の在宅支援の検討を



QQ
　

文
科
省
に
よ
る
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
分
析
が
公
表

さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画

視
聴
に
割
く
時
間
が
増
加
し
て
い
る
。
ス

マ
ホ
等
の
適
正
利
用
の
情
報
提
供
は
。

A
教
育
長

　

１
日
に
１
時
間
以
上
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
動
画
視
聴
を
す
る
日
吉
津
小
学
校
の
児

童
の
割
合
は
、
全
国
平
均
を
10
ポ
イ
ン
ト

以
上
、
県
平
均
を
14
ポ
イ
ン
ト
以
上
下
回

る
結
果
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
４
時
間
以
上
利
用
す
る
児
童

も
見
ら
れ
た
の
で
、
家
庭
で
の
メ
デ
ィ
ア

利
用
の
ル
ー
ル
の
見
直
し
や
、
毎
日
机
に

向
か
う
学
習
習
慣
づ
く
り
な
ど
、
協
力
を

得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

村
で
独
自
の
ス
マ
ホ
利
用
等
の
調
査
は

実
施
し
て
い
な
い
が
、
箕
蚊
屋
中
学
校
で

取
り
組
む
「
３
快
チ
ャ
レ
ン
ジ
」（
快
眠
、

快
食
、
快
学
）
に
、
日
吉
津
小
学
校
で
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
こ
の
活
動
に
よ

り
、
ス
マ
ホ
等
の
利
用
状
況
の
把
握
も
で

き
る
。
課
題
や
要
因
を
分
析
し
な
が
ら
、

適
正
利
用
の
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

　

子
ど
も
と
メ
デ
ィ
ア
の
関
わ
り
方
に
つ

い
て
、
就
学
時
健
診
に
情
報
提
供
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
講
演
会
や
県
教
委
の
作
成

し
た
資
料
等
を
使
い
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
付
き

合
い
方
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
ど
も
園
に
お
い
て
は
、
成
長
過
程
に

合
わ
せ
、
電
子
メ
デ
ィ
ア
と
の
付
き
合
い

方
に
つ
い
て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
乳
幼
児
健
診
に
お
い
て
も
、
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
た
り
、
保
健
師
等
が

内
容
の
説
明
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。

今
後
の
児
童
館
に
つ
い
て

村
長　

�

基
本
的
に
分
館
体
制
を

継
続
し
て
い
く

QQ
　

現
在
の
児
童
館
の
体
制
は
。

A
村　
長

　

児
童
の
登
録
者
数
は
１
７
１
人
、

通
常
の
利
用
は
約
１
４
０
人
。（
昨
年
の

登
録
者
１
４
０
人
）
職
員
は
昨
年
よ
り
２

名
増
で
、
16
名
。
夏
休
み
中
に
は
中
・
高

生
と
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
が
あ

り
受
け
入
れ
た
。
小
学
校
の
教
員
に
も
、

入
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

QQ
　

カ
ル
チ
ャ
ー
土
曜
塾
を
平
日
に

も
行
っ
て
は
ど
う
か
。

A
教
育
長

　

か
つ
て
は
、
平
日
に
も
開
催
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
児
童
館
に
行
く
子

や
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
行
く
子
が
大
半

で
、
取
り
や
め
た
経
緯
が
あ
る
。

　

今
年
度
は
、
次
の
学
習
指
導
要
領
で
重

視
さ
れ
る
、
子
ど
も
た
ち
の
「
好
き
や
意

欲
を
育
て
る
」
体
験
活
動
や
キ
ャ
リ
ア
教

育
に
重
点
を
置
い
た
活
動
も
取
り
入
れ
て
、

夏
休
み
中
の
平
日
を
中
心
に
「
ぼ
う
け
ん

ク
ラ
ブ
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

平
日
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た

ち
の
ニ
ー
ズ
も
把
握
し
な
が
ら
、
必
要
に

応
じ
て
、
実
施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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教
育
長
　
各
家
庭
と
連
携
を
図
り
た
い

ス
マ
ホ
等
の
適
正
使
用
の
啓
発
を

▲スマホ利用にはルールを！

一般質問

▲「ぼうけんクラブ」久
く

連
れ

ダムの見学



QQ
　

海
浜
運
動
公
園
再
整
備
に
よ
っ

て
、
村
や
村
民
が
享
受
す
る
利

益
・
成
果
の
目
標
と
、
ま
た
そ
の
よ
う
に
、

計
画
通
り
進
ん
で
い
る
か
。

A
村　
長

　

４
月
か
ら
８
月
の
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
や
バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
の
利
用
実
績
は

５
５
０
万
円
の
収
入
で
、
整
備
前
の
同
じ

時
期
と
比
べ
約
２
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
６
区
画
整
備
し

た
が
、
12
区
画
あ
る
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
よ

り
多
く
の
収
益
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

３
棟
の
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
（
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
）
は
、
オ
ー
プ
ン
当
初
は
周
知
不

足
の
た
め
使
用
者
が
無
い
時
期
も
あ
っ
た

が
、
夏
休
み
シ
ー
ズ
ン
で
は
３
棟
全
て
が

埋
ま
る
日
も
あ
り
、
利
用
者
数
は
少
な
い

が
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
並
ぶ
収
入
を
得
て
い
る
。

QQ
　

10
億
円
と
い

う
資
金
を
投
入

し
て
の
整
備
事
業
で
あ

る
。
国
か
ら
半
分
は
補

助
金
が
出
る
と
い
う
も

の
の
、
残
り
の
半
分
に

利
息
が
付
け
ば
、
相
当

な
借
金
に
な
る
は
ず
だ
。

　

大
掛
か
り
な
開
発
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
な
に
か
。

A
村　
長

　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
整
備
し

た
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
、
村
内

外
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

等
の
利
用
が
あ
り
、
多
く
の

人
た
ち
が
海
浜
運
動
公
園
を

訪
れ
る
き
っ
か
け
と
し
て
、

機
能
し
て
い
る
。

　

ま
た
そ
の
人
た
ち
が
村
内
で
買
い
物
を

す
る
な
ど
、
村
の
活
力
や
経
済
的
な
波
及

効
果
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

課
題
は
冬
季
の
集
客
を
ど
う
す
る
か
だ
。

鳥
取
大
学
と
の
連
携
の
中
で
、
キ
ャ
ン
プ

場
の
閑
散
期
対
策
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
で

あ
っ
て
も
人
が
訪
れ
る
海
浜
運
動
公
園
に

し
て
い
き
た
い
。

　

財
政
面
に
つ
い
て
は
、
村
の
財
政
状
況

を
み
な
が
ら
、
計
画
的
な
起
債
、
事
業
執

行
に
努
め
る
。

QQ
　

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の
料
金
は
最
初

２
万
２
千
円
と
聞
い
た
が
、
ネ
ッ

ト
上
で
は
１
万
円
〜
１
万
５
千
円
、
シ
ー

ズ
ン
に
応
じ
て
変
動
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

ど
う
い
う
こ
と
か
。

A
総
務
課
長

　

利
用
料
に
つ
い
て
は
宿
泊
施
設

と
い
う
面
も
あ
る
の
で
、
利
用
頻
度
の
高

い
季
節
と
閑
散
期
で
は
若
干
差
を
つ
け
な

が
ら
、
指
定
管
理
者
の
考
え
を
村
の
方
で

了
解
し
、
運
用
し
て
い
く
。
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村
長
　
経
済
的
な
波
及
効
果
が
あ
る

海
浜
運
動
公
園
再
整
備
と
そ
の
成
果

▲３棟のグランピング施設

一般質問

▲新装成
な

ったスポーツ広場



QQ
　

児
童
館
を
希
望
す
る
児
童
が
増

え
て
お
り
、
遊
び
や
体
験
活
動
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
に
く
い
と
現
状
説
明

が
あ
っ
た
。
今
後
の
対
応
は
。

A
村　
長

　

本
年
度
の
登
録
児
童
数
は
１
７

０
名
を
超
え
、
職
員
を
２
名
増
や
し
た
。

将
来
的
に
子
ど
も
の
居
場
所
を
ど
の
よ
う

に
確
保
し
て
い
く
の
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　

村
で
は
６
年
生
ま
で
受
け
入
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い
き
た
い
。
そ

れ
が
保
護
者
の
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
色
々

な
体
験
や
良
い
環
境
を
提
供
し
な
が
ら
、

当
面
は
現
在
の
児
童
館
と
村
内
施
設
を
活

用
し
た
分
館
体
制
を
と
り
、
今
後
ど
の
よ

う
な
環
境
が
良
い
か
検
討
し
、
国
な
ど
の

動
き
も
見
な
が
ら
児
童
館
で
の
居
場
所
づ

く
り
を
検
討
し
た
い
。

QQ
　

村
の
児
童
館
を
利
用
す
る
こ
と

が
難
し
い
児
童
で
、
村
外
の
放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。
一
ヶ
月
の
利

用
料
が
３
万
円
に
も
な
る
月
も
あ
る
。
村

の
学
童
保
育
並
み
の
負
担
に
な
る
よ
う
支

援
は
で
き
な
い
か
。

A
福
祉
保
健
課
長

　

現
在
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
あ
る
。
障
が

い
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
か
の

助
成
制
度
が
あ
り
、
利
用
さ
れ
て
い
る
事

業
所
に
は
対
応
し
て
き
て
い
る
。
個
々
に

上
乗
せ
を
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
状

況
を
確
認
し
て
、
対
応
し
た
い
。

こ
ど
も
園
の
完
全
給
食
を

村
長　

10
月
実
施
の
準
備
を
進
め
る

QQ
　

こ
ど
も
園
の
給
食
は
保
育
の
一

環
で
あ
り
、
食
育
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
米
飯
を
提
供
す
る
完
全

給
食
に
な
ぜ
で
き
な
い
か
。

A
村　
長

　

村
で
は
こ
れ
ま
で
完
全
給
食
の

実
施
に
向
け
て
検
討
し
て
き
た
。

　

こ
ど
も
園
に
お
い
て
炊
飯
設
備
は
整
備

済
み
、
料
理
を
並
べ
る
ス
ペ
ー
ス
も
工
夫

し
て
、
月
１
回
の
な
か
よ
し
会
食
で
は
米

飯
の
提
供
は
で
き
て
い
る
の
で
設
備
の
課

題
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
。

　

本
年
度
当
初
か
ら
実
施
す
る
計
画
だ
っ

た
が
、
人
員
が
揃
わ
ず
実
施
に
至
ら
な

か
っ
た
。

　

体
制
の
め
ど
が
つ
い
た
の
で
、
10
月
か

ら
完
全
給
食
を
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を

進
め
る
。

障
が
い
者
の
施
設
待
機
状
況
は

村
長　

現
時
点
で
入
所
施
設
へ
の
待
機

者
は
な
い

QQ
　

共
同
通
信
社
の
全
国
調
査
で
、

鳥
取
県
内
で
入
所
施
設
や
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
利
用
を
希
望
し
て
い
る
の
に

待
機
し
て
い
る
障
が
い
者
が
８
７
３
人
と

の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
。

　

日
吉
津
村
の
状
況
は
ど
う
か
。

A
村　
長

　

現
在
村
内
に
待
機
者
は
な
い
が
、

受
け
皿
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
西
部
圏
域

の
関
係
団
体
と
情
報
共
有
を
し
な
が
ら

ニ
ー
ズ
の
早
期
把
握
に
努
め
、
ご
家
族
の

高
齢
化
、
親
亡
き
後
の
課
題
を
見
据
え
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。
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村
長
　
児
童
館
で
の
居
場
所
づ
く
り
を

検
討
し
た
い

児
童
館
入
館
児
童
増
へ
の
対
応
は

一般質問

▲ごいっしょにいただきまーす。

▲日吉津児童館 利用者数の推移

98人

132人 139人 136人 144人

176人

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度
単位：人

利
用
者（
人
）



QQ
　

旧
う
な
ば
ら
荘
は
、
７
月
に
は

オ
ー
プ
ン
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
状
況
に
な
い
が
ど
う
対
処

さ
れ
て
い
る
か
、
問
う
。

①
食
物
残
さ
を
使
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

設
備
を
設
け
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
事
業

原
資
を
補
助
金
利
用
で
計
画
さ
れ
て
い
る
。

村
と
し
て
、
補
助
制
度
の
要
件
で
必
要
と

さ
れ
て
い
る
か
。

②
レ
ス
ト
ラ
ン
を
先
行
オ
ー
プ
ン
さ
れ
る

よ
う
だ
が
、
上
水
が
必
要
と
考
え
る
と
そ

の
熱
源
は
ど
う
さ
れ
る
の
か
。

③
浴
室
を
見
た
と
こ
ろ
、
混
合
栓
が
全
て

取
り
除
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
で
温
泉
利
用

を
ど
う
さ
れ
る
か
。

A
村　
長

　

①
住
民
説
明
会
で
事

業
者
が
説
明
し
た
通
り
、
国
の
補

助
制
度
を
利
用
す
る
考
え
で
あ

る
。
村
と
し
て
も
関
わ
っ
て
協
議

を
進
め
て
き
た
が
、
補
助
要
件
を

満
た
す
と
こ
ろ
ま
で
至
っ
て
お

ら
ず
、
現
状
で
は
補
助
制
度
の
活

用
ま
で
進
ん
で
い
な
い
。

②
レ
ス
ト
ラ
ン
営
業
に
つ
い
て

の
ボ
イ
ラ
ー
は
、
別
途
に
設
け
て

整
備
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

③
混
合
栓
が
な
い
状
況
は
分

か
っ
た
が
、
そ
こ
か
ら
の
認
識
が

な
か
っ
た
。

海
浜
運
動
公
園
遅
延
の
要
因
は

村
長　

予
想
外
の
軟
弱
地
盤
が
あ
っ
た

QQ
　

当
事
業
は
６
月
定
例
会
初
日
に

提
案
さ
れ
、
即
日
議
決
さ
れ
た
件

で
あ
る
。
緊
急
性
を
要
す
る
と
説
明
さ
れ

た
が
、
３
ヵ
月
を
経
過
す
る
も
着
工
さ
れ

な
い
。
次
の
点
を
問
う
。

①
当
該
事
業
の
契
約
書
を
提
示
の
上
、
進

ち
ょ
く
状
況
を
説
明
さ
れ
た
い
。

②
地
盤
調
査
で
、
予
想
外
の
軟
弱
地
盤
が

あ
っ
た
。
液
状
化
の
恐
れ
あ
り
と
い
う
こ

と
が
、
遅
延
の
要
因
説
明
だ
っ
た
が
、
そ

の
詳
細
は
。

③
事
業
の
遅
延
で
工
期
や
予
算
に
及
ぼ
す

影
響
を
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。

A
村　
長

　

①
本
事
業
は
６
月
８
日
に
契
約

し
た
。
そ
の
後
村
民
か
ら
遊
具
等
に
つ
い

て
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

②
業
者
に
よ
る
地
盤
調
査
の
結
果
、
軟
弱

地
盤
が
あ
り
、
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

調
査
費
用
は
事
業
費
に
包
含
さ
れ
て
い
る
。

③
事
業
費
に
つ
い
て
は
変
更
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。
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村
長
　
事
業
者
の
実
行
に
期
待
し
て
い
る

う
な
ば
ら
荘
は
い
つ
オ
ー
プ
ン
す
る
の
か

▲着工された海浜公園第２期工事

一般質問

▲看板がリニューアルされたうなばら荘



村民みんなの村民みんなの　　よりどころよりどころ
　

村
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
民
間
委
託
と
な
り
、
村
社

会
福
祉
協
議
会
も
事
業
の
転
換
が
は
か
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
の
今
後
の
事
業
に
つ
い

て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

Ⅰ　
社
会
福
祉
事
業

■
地
域
の
支
え
合
い

　

・
支
え
合
い
訪
問
や
マ
ッ
プ
作
り
な
ど

■
子
育
て
・
障
が
い
・
交
流

　

・�

手
話
サ
ー
ク
ル
や
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の

支
援
な
ど

■
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
を
支
え
る

　

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付

　

・
え
ん
く
る
り
事
業

　
　
（
お
金
な
ど
の
相
談
も
で
き
ま
す
）

　

・
日
常
生
活
自
立
支
援

　

・
法
人
後
見
（
今
年
度
か
ら
）

■
あ
い
あ
い
サ
ー
ビ
ス

　

・�

話
し
相
手
、
ご
み
捨
て
な
ど
、
日
常
生

活
で
の
困
り
ご
と
な
ど
介
護
保
険
を
補

う
「
社
協
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
」

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営

　

・�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど

Ⅱ　
公
益
事
業

（
☆
は
村
か
ら
の
受
託
事
業
）

■
地
域
支
え
合
い
サ
ポ
ー
ト
拠
点

☆
買
い
物
支
援
＋
食
事
会
／
☆
地
域
カ
ル

テ
作
り
／
☆
自
治
会
サ
ロ
ン
支
援
／
☆
引

き
こ
も
り
支
援
／
☆
放
課
後
学
習
支
援
／

☆
孤
独
・
孤
立
支
援

　

☆
つ
な
が
り
サ
ロ
ン
「
り
ん
・
く
る
」

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
子
ど
も
、

だ
れ
で
も
来
て
良
い
、
み
ん
な
の
居
場

所
で
す
。
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子育てサークル
「ひまわり」代表
仲田 清香 さん

　

実
家
も
遠
く
祖
父
母
と
な
か
な
か

会
え
な
い
の
で
、
交
流
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
世
代
を
超
え
て
触
れ
合

え
て
、
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
こ
う
い
う
機
会
が
あ
れ
ば
い

い
な
、
と
思
い
ま
す
。

追跡

来てみてくだ来てみてくだ さい！さい！福祉センター福祉センター

社会福祉協議会とは
　村民の会費で運営される、住民
主体・非営利の民間組織です。
　社会福祉法第109条に基づき、
地域福祉の推進を図る団体として
規定されています。
　社協の収入源は、村民の皆さん
の会費・寄付金のほか、村からの
事業の委託費や運営費の補助など
です。
　社会福祉協議会の大きな収入源
となっていたデイサービスの委託
事業は、介護保険制度の見直しも
あり、収益が上がらなくなっていま
した。さらに感染症の流行もあり、
利用者減などの理由で、昨年４月
で終了しました（同年10月より㈱ラ
イオンハートの指定管理になってい
ます）。



村民みんなの村民みんなの　　よりどころよりどころ
■
一
般
介
護
予
防
・
地
域
づ
く
り

　

☆
ま
く
れ
ん
カ
ラ
ダ
体
操

　
　

各
公
民
館
週
１
回

　

☆
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
　
毎
週
月

　

☆
脳
活
運
動
教
室
　
毎
週
水

身
体
を
使
い
な
が
ら
、
同
時
に
頭
を

使
っ
た
課
題
を
行
い
、
心
身
の
機
能
を

効
率
的
に
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

☆
姿
勢
す
っ
き
り
教
室

■
生
活
困
窮
者
支
援

　�

☆
自
立
相
談
支
援
／
☆
家
計
改
善
支
援
／

☆
司
法
書
士
相
談

職
員
か
ら

・
社
協
で
こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
広
報
し
て
い
き
た
い
で
す
。

・
ま
く
れ
ん
カ
ラ
ダ
体
操
な
ど
で
人
の
集
ま

る
と
こ
ろ
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

・
各
公
民
館
に
も
出
か
け
て
行
っ
て
、
相
談

を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
、
人
間
関
係
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

村
民
の
福
祉
の
拠
点
で
あ
る
社
会
福
祉
協

議
会
の
現
状
に
つ
い
て
、
調
査
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
本
当
に
楽
し
そ
う
に
お
話
を
し
な

が
ら
、
活
動
し
て
お
ら
れ
る
の
が
印
象
的
で

し
た
。
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利
用
者
の
声

来てみてくだ来てみてくだ
追跡

・
ゲ
ー
ム
も
楽
し
い
し
、
み
ん
な
と
ワ

イ
ワ
イ
し
な
が
ら
す
る
の
も
楽
し
い
。

・
一
日
の
中
に
教
室
に
行
く
時
間
が
あ

る
の
が
、
と
て
も
良
い
。

・
こ
こ
に
来
て
、
皆
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ

り
す
る
の
が
楽
し
い
。

▲後列左より古川さん、棚田さん、福井さん、山田さん
　前列左より松田会長、山根さん、藤原さん

追跡



　

議
会
ひ
え
づ
の
編
集
作
業

は
、
私
に
と
っ
て
は
議
会
終

了
後
の
復
習
の
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
度
の
決
算
審

査
で
こ
ど
も
園
事
業
の
子
ど

も
「
人
材
育
成
」
と
い
う
表

現
に
疑
問
を
感
じ
ま
し
た
。

「
ど
ん
な
人
材
を
育
て
た
い

の
か
？
」「
子
ど
も
た
ち
の

そ
れ
ぞ
れ
の
育
ち
を
支
援
す

る
も
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
子

ど
も
の
育
ち
に
何
が
必
要
な

の
か
、
改
め
て
保
育
現
場
の

方
々
と
話
し
合
っ
て
み
た
い
、

と
の
思
い
を
強
く
し
た
９
月

議
会
で
し
た
。

　
　

―
江
田　

記
―

編
集
後
記

【
議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
】

石
原　

浩
明
・
斉
田　

光
門

橋
井　

満
義
・
江
田　

加
代

前
田　
　

昇

【
表
紙
】
つ
な
が
り
サ
ロ
ン

り
ん
・
く
る（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

ぎ
か
い
懇
談
会
へ
お
越
し
を

村
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

各
公
民
館
へ
３
名
程
度
の
議
員
が
伺
い
ま
す
。

お
お
む
ね
90
分
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
日　
時　

	

自
治
会（
公
民
館
）

11
月
７
日
午
後
７
時	

樽
屋

11
月
８
日
午
前
10
時　

	

日
吉
津
上
１

　
　
〃　
午
後
２
時	

日
吉
津
上
２

11
月
21
日
午
前
９
時	

富
吉

11
月
22
日
午
前
10
時
30
分	

海
川

　
　
　
　
　
調
整
中	

今
吉

　
　
　
　
　
調
整
中	

日
吉
津
下

講
義
①
鳥
取
県
の
不
登
校
の
現
状
と

不
登
校
支
援

講
師　

県
教
育
委
員
会
生
徒
支
援
・

　
　
　

教
育
相
談
セ
ン
タ
ー　

指
導
主
事　

西
村　

学 

氏

講
義
②
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

講
師　

�

同
セ
ン
タ
ー　

指
導
主
事　

山
口　

功 
氏

講
義
③
議
会
が
行
う
決
算
審
議
に
つ

い
て 

〜
成
果
起
点
か
ら
行
う
実
践

的
な
審
査
・
審
議
〜

講
師　

�

一
般
社
団
法
人　

地
方
公
共

団
体
政
策
支
援
機
構

研
究
員　

渡
辺　

大
樹 

氏

⃝

演
題

「
大
規
模
建
物
火
災
に
お
け
る
消
防

活
動
〜
フ
ァ
ロ
ス
フ
ァ
ー
ム
株
式
会

社
西
伯
農
場
火
災
か
ら
〜
」

▽
講
師　

�

西
部
広
域
行
政

　
　
　
　

管
理
組
合
米
子
消
防
署

　
　
　
　

副
署
長

　

 　
　
　
　

田
中　

宏ひ
ろ

憲か
ず 

氏

⃝
自
治
功
労
者
の
表
彰

　

河
中
博
子
議
員
は
、
議
員
在
職
11

年
間
の
地
方
自
治
・
議
会
活
動
に
よ

り
、
西
部
町
村
議
長
会
よ
り
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

９
月
16
日（
水
）
は
、
子
育
て
サ
ー

ク
ル「
ひ
ま
わ
り
」と
の
交
流
会
で
し
た
。

　

一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
世
代

を
越
え
て
触
れ
合
い
ま
し
た
。 堀

ほり

江
え

栞
し

織
おり

さん、中
なか

西
にし

凖
じゅん

子
こ

さん

発
行

／
鳥

取
県

日
吉

津
村

議
会

　　編
集

／
広

報
広

聴
常

任
委

員
会

　
　

　
電

話
　

0859- 27-5957　FAX　0859-27-0903
印

刷
／

今
井

印
刷

株
式

会
社

議
会
ひ
え
づ
が

議
会
ひ
え
づ
が

ご
覧
に
な
れ
ま
す

ご
覧
に
な
れ
ま
す

議
会

ひ
え

づ
 No.188 　

令
和

８年
11月

１日
発

行

20

議会のうごき
鳥
取
県
町
村
議
会

鳥
取
県
町
村
議
会

女
性
議
員
研
修
会

女
性
議
員
研
修
会

　
　
と　

き　

７
月
29
日（
水
）

　
　
と
こ
ろ　
国
民
宿
舎
水
明
荘（
湯
梨
浜
町
）

西
部
町
村
議
会
議
員

西
部
町
村
議
会
議
員

研
修
会

研
修
会

　
　
と　

き　

８
月
18
日（
火
）

　
　
と
こ
ろ　

鬼
の
館
（
伯
耆
町
）

次回の定例会は
12月です


